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第5回アジア・太平洋昆虫学会

田端 純生物環境安全部昆虫研究グループ昆虫生態ユニット

日本を含むアジア地域の特性は、農業や環境保

全について多くの先行研究が行われてきたヨーロ

ッパや北アメリカのそれとは大きく異なるので、

そのような先行研究の結果が、アジア地域に単純

に適用できない場合がしばしばあります。

アジア・太平洋昆虫学会は、このようなことを

意識した学会で、４年に一度、大会が開催されま

す。第 回大会である今回は、韓国・済州島で、5
平成 年 月 日から 日にかけて開催され17 10 18 21

ました。韓国、日本、中国、アメリカを中心に、

約 人程度の研究者が出席し、基礎から応用ま650

で幅広い分野の話題が提供されました。特に、韓

国や中国の農業関係の研究者による講演は、地域

性の高い話題が多く、他の学会ではあまり知るこ

とのできない情報も多々ありました。

開催地である済州島は、韓国最南端に位置し、

温暖な気候から、ゆずやみかん等柑橘類の産地と

して知られており、そのせいもあってか、果樹の

害虫管理に関する講演が多く見受けられました。

、 、 。果樹は 畑作物とは異なり 基本的に永年生です

そのため、長期的な視野に立った害虫管理が有効

とされています。例えば、害虫を捕食する天敵の

効果は、天敵が定着しにくい一年生作物の耕地よ

りも、小さな生態系が維持される果樹園の方が、

より大きく期待できます。したがって、害虫のみ

ならず天敵相も駆逐してしまうおそれのある農薬

の施用を減らし、環境負荷の小さいフェロモン製

剤等の代替技術の利用が効果的であると考えられ

ます。

日本や韓国のように農家あたりの経営規模が比

較的小さな地域では、このような傾向がより顕著

となるでしょう。私は 「化学生態学」のセクシ、

ョンで、日本を中心に分布する害虫の性フェロモ

ンに関する話題「近縁なガ類害虫における性フェ

ロモンの分化に関与する遺伝的背景」を発表し、

同分野の研究者らと意見を交換しましたが、そこ

での議論を通じて、韓国の果樹関係の研究者は、

日本の研究者にも増して、フェロモン製剤等に関

心を抱いているとの印象を受けました。他国にお

いても、環境負荷の少ない害虫管理技術の開発と

普及に対する情熱が失われてはいない、というこ

とを実感し、今後の研究を推進していく決意を新

たにした次第です。

済州島産の柑橘類等の果物

海 外 出 張 報 告


